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注：本資料はワーキンググループ会合当日
の議論のために用意された資料であり、
ワーキンググループの検討結果を反映
させたものではありません。



環境社会配慮の手続き
エンジニアリング・サービス(E/S)借款に
かかる環境社会配慮確認

本日の議題
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JICA ガイドラインの規定

P13. 3.2 有償資金協力、無償資金協力、技術協力プロジェクト

3.2.1 環境レビュー
(5) エンジニアリング・サービス借款
１．調査･設計等エンジニアリング・サービスのみを対象とす
る円借款(エンジニアリング･サービス借款)の供与に先立ち、
対象となるプロジェクトのカテゴリ分類に応じて環境レビュー
を実施する。

２．ただし、当該エンジニアリング･サービス借款の中で又は
並行して、必要な環境社会配慮調査を実施する場合には、
プロジェクト本体に対する円借款の供与にかかる環境レビュ
ーにおいて、環境社会配慮上の要件を満たすことを確認す
ることを可とする。
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現行ＦＡＱ

質問 回答

環境アセスメント報告書等が適
時に提出されないためにプロジ

ェクトの進捗に影響をきたすこと
を避けるため、環境アセスメント

報告書作成支援を協力準備調
査または本体プロジェクトへの融

資スコープに入れる等の形で実
施しないのですか？

必要に応じ、協力準備調査やエンジニアリング・サービ
ス借款の活用により、環境アセスメント報告書等の作成
を支援することができると考えています。上記のツール
以外にも、JICAとして必要な支援を行うことが可能にな
るよう、新たなツールについても検討していきたいと考え
ています。

環境社会配慮手続全般に関する質問



ガイドラインの規定
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E/S借款というのはエンジニアリングサービスに基本はなってい
るので、EIAとか住民移転というのをそこで扱うことになってい
ないのでは。
E/S借款の中でEIAやRAPを作成するのであれば、環境レビュ
ー段階ではなくDFR段階でやるべきでは。

論点

①E/S借款の中で実施される環境社会配慮とはなにか
②助言委員会へ報告すべきタイミングはいつか

過去の助言委員会における主な意見



JICAの運用方針①
1. E/S借款審査段階でEIA、RAP等が作成済みであり、E/S借款
審査前に環境レビュー段階の助言委員会を実施する場合
（ガイドライン3.2.1 (5)エンジニアリング・サービス借款第1項適用）

本体借款

E/S借款

F/S

スコーピング

環境レビュー

全体会合
説明

＜レビュー対象＞
環境レビュー方針

DFR

E/S借款審査時に、通常のプロジェクト借款同様、環境レビュー段
階の報告を助言委員会に行う。



JICAの運用方針②

本体借款

E/S借款

環境レビュー

全体会合
説明

＜レビュー対象＞
・EIA
・RAP 等

審査前
全体会合
説明

現時点でのEIA, RAP等
作成状況の説明

2. E/S借款審査段階でEIA、RAP等が未作成であり、本体借款審査
前に環境レビュー段階の助言委員会を実施する場合（注）

（ガイドライン3.2.1 (5)エンジニアリング・サービス借款第2項適用）

E/S借款の審査時点において、本体事業の環境社会配慮に関する
検討状況につき助言委員会に報告する。
相手国等がE/S借款の中で、環境社会配慮文書（EIA、RAP等）の
作成を行うため、JICAは、必要に応じて進捗を確認する。
E/S借款の中で作成された環境社会配慮関連文書に基づき、本体
借款審査前に環境レビュー段階の報告を助言委員会に行う。
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F/S等（相手国
政府実施を含む）

（注）関連する協力準備調査において、過去にスコーピング段階のWGを開催したものの、E/S借款審査段階で
EIA、RAP等が未作成であり、本体借款審査前に環境レビュー段階の助言委員会を実施する場合も含む
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ＦＡＱ 修正（案）

質問 回答

環境アセスメント報告書等が適
時に提出されないためにプロジ

ェクトの進捗に影響をきたすこと
を避けるため、環境アセスメント

報告書作成支援を協力準備調
査または本体プロジェクトへの融

資スコープに入れる等の形で実
施しないのですか？

必要に応じ、協力準備調査やエンジニアリング・サービス
借款の活用により、環境アセスメント報告書等の作成を
支援することができると考えています。上記のツール以
外にも、JICAとして必要な支援を行うことが可能になる
よう、新たなツールについても検討していきたいと考えて
います。

環境社会配慮手続全般に関する質問

環境アセスメント報告書等の作
成支援を協力準備調査またはエ
ンジニアリング・サービス借款の
融資スコープに入れる等の形で
の実施は可能でしょうか？

必要に応じ、協力準備調査やエンジニアリング・サービス
借款の活用により、環境アセスメント報告書等の作成を
支援することができると考えています。上記のツール以
外にも、JICAとして必要な支援を行うことが可能になる
よう、新たなツールについても検討していきたいと考えて
います。

【現行FAQ】

【現行FAQの修正】
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ＦＡＱ 修正（案）

環境社会配慮手続全般に関する質問

エンジニアリング・サービス借款
の環境レビュー段階の助言委員
会への報告は、どのようなタイミ
ングで実施するのですか？

エンジニアリング・サービス借款の供与に先立ち、環境レ
ビュー段階の報告を助言委員会に行います。

ただし、エンジニアリング･サービス借款の中で又は並行
して、必要な環境社会配慮調査を実施する場合、プロ
ジェクト本体に対する円借款の供与に先立ち、かかる環
境社会配慮上の要件を満たすことを確認することとしま
す。

【追加FAQ】


